
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　私は人の役に立て
る仕事がしたくて消

防士になりま

した。消防士として採
用されると、いきなり

消防署で働

くのではなく、まず消
防学校というところに

６か月入校

します。教官と生徒と
いう関係で、まずは敬

礼のやり方

から始まり、失敗すれ
ば腕立て伏せをする

というような

ところでした。実際の
現場訓練はもちろん

ですが、教科

書を使う座学もあり、
様 な々消防の仕事の基礎

を学び

ました。

　６か月の教育を終
え消防署に帰り、ほと

んどが初め

は消防隊として任命
されます。消防署の仕

事は火災現

場で放水をする消防
隊、人命救出をする

救助隊、救

出された傷病者を病
院へ搬送する救急隊

の３部隊で

構成されています。そ
の他現場以外に火災

予防などを

担当する事務職の仕
事もあります。私も初

めは消防隊

として任命されました
。その初日から火災

現場があり、

実際の現場は緊張と
恐怖で体が思うよう

に動きません

でした。しかし先輩の
適格な指示により大

きな失敗も

なく無事に役目を終
え署に帰ったことを覚

えています。

　５年間、消防隊や
救助隊として働いて

いましたが、

６年目に救急隊とし
て任命されました。救

急隊は消防

の現場出場の中で
一番多い隊であり、

２４時間勤務

で深夜問わず出動
指令が鳴りやみませ

ん。かなり体

力的、精神的にしん
どい仕事です。消防

士になった当

初は救急隊の仕事を
見て敬遠していました

が、出場を

重ねるうちになぜか魅
力を感じ、救急隊とし

てこれから

頑張って行こうという
決心が芽生始めまし

た。それは、

私は消防士になった
理由が人の役に立ち

たいという

強い思いがあったか
らです。出場が多いと

いうことは、

多くの人に役立って
いると思ったからです

。多くの人に

感謝されることもあり
、やっててよかったと

実感もでき充

実した仕事を送れて
います。現在、救急救

命士の資格

を取り命を預かる責
任感が増し苦労する

ことも多いで

すが、日々人の役に
立つという初心を忘

れず任務に

取り組んでいます。
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